
回

14 第２編 １章 第１節 ３環境衛生活動

15 第２編 １章 第２節 １空気と健康

11 第１編 ２章 第１節 ３精神保健

12 第２編 １章 第１節 １環境衛生の内容

13 第２編 １章 第１節 ２環境衛生の目的と意義

8 第１編 １章 第４節 美容所と理容業・美容業

9 第１編 ２章 第１節 １母子保健

10 第１編 ２章 第１節 ２成人・高齢者保健

5 第１編 １章 第２節 公衆衛生発達の歴史 ３消毒法の歴史

6
第１編 １章 第３節 理容師・美容師の公衆衛生

       １歴史の中の理容師・美容師と公衆衛生

7
第１編 １章 第３節 理容師・美容師の公衆衛生

       ２公衆衛生と理容師・美容師

2 第１編 2/2 １章 公衆衛生 第１節 公衆衛生の意義と課題

3 第１編 １章 第２節 公衆衛生発達の歴史 １欧米の公衆衛生の歩み

4 第１編 １章 第２節 公衆衛生発達の歴史 ２我が国の公衆衛生の歩み

・公衆衛生の意義と本質とを明らかにする。 ・美容師が公衆衛生の維持と増進について十分に理解する。

・環境衛生の意義と目的について、美容師の業務と関連付けながら理解する。

授業概要 備 考

1 第１編 1/2 １章 公衆衛生 第１節 公衆衛生の意義と課題

到達目標

学科 美容科 必修選択 必修
総時間

(３単位)

９０

(３)
担当教員 杉田 忠

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか記載

 養成施設教員実務経験１０年以上。美容師が公衆衛生の維持と増進とについての十分な理解を理解できる授業を行います。

2026年度 授業計画（シラバス）

科目名 衛生管理 授業形態 講義 年次 1
使用教科書

教材等

公益社団法人日本理容美容教育センター

衛生管理



第３編 ２章 感染症の各論 第2節 １空気・飛沫を介して感染する感染症 

31 第３編 １章 感染症の総論 第３節 １微生物の病原性と人体の感受性

32 第３編 １章 感染症の総論 第３節 2 汚染、感染及び発病

33 第３編 １章 感染症の総論 第３節 3 常在細菌叢

34 第３編 １章 感染症の総論 第３節 4 免疫と予防接種

35 第３編 １章 感染症の総論 第３節 5 感染症発生の要因

36 第３編 １章 感染症の各論 第３節 ６感染症予防の３原則 

37 第３編 ２章 感染症の各論 第1節 理容・美容と感染症

38

29 第３編 １章 第２節 ３微生物の構造

30 第３編 １章 第２節 ４微生物の増殖と環境の影響

26 第３編 １章 第１節 ２感染症と法律 ・ ３感染症の分類

27 第３編 １章 第２節 １微生物の種類

28 第３編 １章 第２節 ２微生物の形と大きさ

23 第２編 １章 第５節 ２ネズミ

24 第２編 １章 第６節 １水質汚濁

25 第３編 １章 第１節 １感染症発見の歴史

20 第２編 １章 第４節 ２下水道

21 第２編 １章 第４節 ３廃棄物

22 第２編 １章 第５節 １衛生害虫

17 第２編 １章 第３節 １衣服の衛生

18 第２編 １章 第３節 ２住居の衛生

19 第２編 １章 第４節 １上水道

16 第２編 １章 第２節 ２温度、湿度、空気（風）と健康



 衛生管理１年次のまとめ③

54 第４編 １章 第4節 ３病原微生物の抵抗力

55 第４編 １章 第4節 ４消毒薬・消毒薬使用液の使用、保存上の注意

56 第４編 ２章 第1節 １紫外線消毒

57 第４編 ２章 第1節 ２煮沸消毒

58 第４編 ２章 第1節 ３蒸気（大気圧化の蒸気）消毒

59  衛生管理１年次のまとめ①

60  衛生管理１年次のまとめ②

61

51 第４編 １章 第３節 ２消毒を怠った場合の危険性と理容師・美容師の責任

52 第４編 １章 第4節 １消毒法の種類

53 第４編 １章 第4節 ２消毒（殺菌）に必要な条件

第４編 １章 第２節 １汚染、感染、発病と消毒の意義

49 第４編 １章 第２節 ２殺菌、消毒、滅菌、防腐の定義

50 第４編 １章 第３節 １消毒に関連のある法の定義

41 第３編 ２章 感染症の各論 第2節 ４動物・節足動物を介して感染する感染症

42 第３編 ２章 感染症の各論 第3節 １標準予防策

43 第３編 ２章 感染症の各論 第3節 ２咳のある客への対応

44 第３編 ２章 感染症の各論 第3節 ３病変の皮膚を持つ客への対応

45 第３編 ２章 感染症の各論 第3節 ４嘔吐をした客への対応

46 第４編 １章 第１節 １病原微生物と非病原微生物

47 第４編 １章 第２節 ２消毒の原理

48

39 第３編 ２章 感染症の各論 第2節 ２飲食物を介して感染する感染症

40 第３編 ２章 感染症の各論 第2節 ３血液等を介して感染する感染症



回

第４編 ３章 第3節 １清潔保持と清掃

80

（20）
第４編 ３章 第3節 ２洗剤による清浄法

72

（12）
第４編 ３章 第1節 ４消毒薬希釈法

73

（13）
第４編 ３章 第2節 １理容所・美容所におえる消毒の原則

74

（14）
第４編 ３章 第2節 ２理容所・美容所の消毒設備

75

（15）
第４編 ３章 第2節 ３理容・美容器具の消毒法（布片などの用具を含む）

76

（16）
第４編 ３章 第2節 ４理容師・美容師の手指の消毒

77

（17）
第４編 ３章 第2節 ５その他のものの消毒

78

（18）
第４編 ３章 第2節 ６理容所・美容所の消毒の現状

79

（19）

第４編 ３章 第1節 １消毒薬の概要

70

（10）
第４編 ３章 第1節 ２器具の使い方

71

（11）
第４編 ３章 第1節 ３常備しておくとよい消毒薬と希釈液の濃度

62

（１）
第４編 ２章 第2節 １アルコール類による消毒

63

（２）
第４編 ２章 第2節 ２次亜塩素酸ナトリウム（塩素系）による消毒

64

（３）
第４編 ２章 第2節 ３界面活性剤（逆性石けん、両性界面活性剤）による消毒

65

（４）
第４編 ２章 第2節 ４グルコン酸クロルヘキシジンによる消毒

66

（5）
第４編 ２章 第2節 ５その他の消毒薬

67

（7）
第４編 ２章 第3節 すぐれた消毒法の条件

68

（8）
第４編 ２章 第3節 ２消毒を行う際の注意事項

69

（9）

 養成施設教員実務経験１０年以上。美容師が公衆衛生の維持と増進とについての十分な理解を理解できる授業を行います。

到達目標

・公衆衛生の意義と本質とを明らかにする。 ・美容師が公衆衛生の維持と増進について十分に理解する。

・環境衛生の意義と目的について、美容師の業務と関連付けながら理解する。

授業概要 備 考

９０

(３)
担当教員 杉田 忠

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか記載

学科 美容科 必修選択 必修
総時間

(３単位)

科目名 衛生管理 授業形態 講義 年次 2
使用教科書

教材等

公益社団法人日本理容美容教育センター

衛生管理



【評価について】 【特記事項】
A評価（１００~８６）/ B評価（８５~７０）

C評価（６９~４５）/ D評価（４４~０）

各学期に中間・期末テストを行い平均点が７０点以上あること

※ない場合は追試を行う

2学期の期末と３学期の学年末は、上記の通りとする。

進級及び卒業は、単位時間数と定期テスト

での平均点取得、教員による協議会の決定

による

 衛生管理 国家試験 過去問題②

93

（33）
 衛生管理 国家試験 過去問題③

94

（34）
 衛生管理 国家試験 過去問題④

85

（25）

付表１ 理容師法施行規則・美容師法施行規則で

    規定されている消毒法とその特徴

86

（26）
付表１ 理容・美容器具、布片などの消毒法（例 ）

87

（27）
第５編 １章 第1節 第１目的～第４衛生的取扱い等

88

（28）
 衛生管理２年次のまとめ①

89

（29）
 衛生管理２年次のまとめ②

90

（30）
 衛生管理２年次のまとめ③

91

（31）
 衛生管理 国家試験 過去問題①

92

（32）

82

（22）
第４編 ３章 第3節 ４清掃

83

（23）
第４編 ３章 第3節 ５刈り取た毛の処理、ふた付き汚染箱などの消毒

84

（24）
第４編 ３章 第3節 ６ハエやカなどの駆除

81

（21）
第４編 ３章 第3節 ３洗い場の構造と清潔保持


